
 (１) (４) 

  小平市教育委員会だより 

 

 

 

 

 

 

小平市 

教育委員会だより 
編集・発行 小平市教育委員会教育庶務課 

   〒187-8701 東京都小平市小川町2-1333 小平市役所５階／☎042-346-9568 
         ホームページ http://www.kodaira.ed.jp 

第８４号 

 

 

 

 

平成21年(2009年)

２月２日発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小平第五中学校 ２年 

田 中 愛 衣 音 

毎日を大切に 

毎日を大切にすることは 命を大切に 
生きることと気付かせてくれました 

小平第一中学校 ２年 

谷 川 真 由 子 

孤独の力 

孤独に向き合うことで 強く生きて 
いく力を得ると伝えてくれました 

小平第六中学校 ２年 

長 谷 川 未 来 

戦争－国と国とが手をつなぐ－ 

戦争の悲惨さを思い 平和を願う 
純粋な気持ちがよく伝わりました 

小平第二中学校 ２年 

波 田 鈴 乃 

差別と心－その心が生むものは－ 

弱い心が生む差別や 人権の大切さを 
考えさせてくれました 

上水中学校 ２年 

土 肥 志 穂 

あいさつがつなぐもの 

あいさつが 笑顔と明るい町を 
つくることと気付かせてくれました 

小平第三中学校 ２年 

谷 岡 恵 利 奈 

自信を持つということ 

自信は心のエネルギー 自分を好きに 
なることが大切だと伝えてくれました 

花小金井南中学校 ２年 

瀬 崎 遥 加 

言葉の力 

温かな一言が人を励まし 心を動かす 
力になることを気付かせてくれました 

小平第四中学校 ２年 

原  空 留 未 

ともに― 

障がいを理解し ともに生きることの 
大切さを教えてくれました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真ニュース 

１月４日（日）に行われました新春歩け歩けのつど

いは、元オリンピック代表選手の勅使河原郁恵さん

（ショートトラック競技・写真右）、吉田昌子さん（バレ

ーボール競技・小平市教育委員・写真左）を招いて

開かれました。 

参加された市民４７０名は、新春の日差しを浴びな

がらアスリートと一緒に８キロのコースを歩きました。 

（体育課） 

茅葺
かやぶき

屋根の補修作業を 

見に来ませんか！ 
現在、小平ふるさと村にある旧小川家玄関棟と

開拓当初の復元住居で茅葺屋根の補修工事を行

っています。補修内容は屋根の差し茅とグシ（頂

上部）の補修を２月下旬までの予定で行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２６回小平市中学校生徒意見発表会開かれる！ 
―  希望でつなぐ新しい小平 ―  

１
月
８
日
（
木
）
、「
第
26
回

小
平
市
中
学
校
生
徒
意
見
発
表

会
」
が
、
ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
当
番
校
の
小
平
第
一

中
学
校
の
生
徒
た
ち
は
、
意
見

発
表
会
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
「
希

望
で
つ
な
ぐ
新
し
い
小
平
」
の

考
案
、
当
日
の
司
会
、
表
彰
状

コ
メ
ン
ト
審
査
、
小
平
第
一
中

学
校
の
紹
介
、
選
択
音
楽
の
生

徒
に
よ
る
合
唱
、
さ
ら
に
ポ
ス

タ
ー
原
画
作
成
と
、
意
見
発
表

以
外
で
も
大
活
躍
で
し
た
。 

今
年
度
の
発
表
生
徒
、
タ
イ

ト
ル
、
表
彰
状
の
コ
メ
ン
ト
を

紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
個
々
の

発
表
文
は
、
３
月
発
行
予
定
の

発
表
文
集
や
小
平
市
教
育
委
員

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

３
月
以

降)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
生
涯
学
習
推
進
課
）

発表者・タイトル・表彰状コメント（発表順・敬称略） 
＊表彰状には、発表意見に応じたコメントを付記しています。 

 

 

 

 

 

 

平成 14 年の差し茅風景 

今では、なかなか見ることのできない茅葺屋根

の補修作業の様子を見ることができます。 

※ 天候及び工事の都合により、作業を行わ

ないことがあります。詳しくは小平ふるさと村

へ問合せてください。 

入園料：無料 開園時間：午前 10 時～午後４時 

問合せ：小平ふるさと村 電話０４２（３４５）８１５５ 

日   時 メインメニュー 

午前10時～正午 
プラバンをつくろう 
（先着 30 人、150 円） ２月７日 

(土) 
午後1時30分～3時30分 「友・遊ひろば」で遊ぼう 

午前10時～正午 
土曜子ども映画会（先着60人）
グーフィーの上手なお買物ほか２月14日 

(土) 
午後1時30分～3時30分 「友・遊ひろば」で遊ぼう 

午前10時～正午 「友・遊ひろば」で遊ぼう ２月21日 
(土) 午後1時30分～3時30分 「友・遊ひろば」で遊ぼう 

午前10時～正午 
ビーズの入ったミサンガを 
つくろう（先着 20 人、50 円）２月28日 

(土) 
午後1時30分～3時30分 「友・遊ひろば」で遊ぼう 

今
月
の
「
友
・
遊
」
日
程
表 

※ 

参
加
さ
れ
る
方
は
、
当
日
、
中
央
公
民

館
へ
直
接
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

※ 

友
・
遊
メ
ニ
ュ
ー
（
折
り
紙
、
オ
セ
ロ
、
囲

碁
、
将
棋
、
お
手
玉
、
ト
ラ
ン
プ
、
ケ
ン

玉
、
お
は
じ
き
、
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
）
は
、

「友
・
遊
」開
催
中
、
い
つ
で
も
利
用
で
き

ま
す
。 

※ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
小
・
中
学
生
に

教
え
て
い
た
だ
け
る
方
、
ま
た
、
子
ど

も
達
と
一
緒
に
遊
ん
で
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

問
合
せ 

中
央
公
民
館 

電
話
０
４
２
（
３
４
１
）
０
８
６
１ 

図
書
館
児
童
文
学
講
演
会 

「
ス
ラ
イ
ド
で
訪
ね
る
『
星
の
王
子
さ
ま
』

の
世
界
」 

世
界
中
で
広
く
読
ま
れ
て
い
る
『
星
の
王
子

さ
ま
』
の
作
者
で
あ
る
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ

の
生
涯
を
た
ど
り
な
が
ら
、
ゆ
か
り
の
地
を
ス

ラ
イ
ド
で
訪
ね
ま
す
。 

と 

き 

２
月
12
日
（
木
） 

 
 
 
 

午
前
10
時
か
ら
正
午 

 
 
 
 

☎
０
４
２
（
３
４
５
）
１
２
４
６ 

  
 
 
 

☎
０
４
２
（
３
４
５
）
１
２
４
６ 

中
央
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示 

『
星
の
王
子
さ
ま
』
の
作
者
で
あ
る
サ
ン
＝

テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
ゆ
か
り
の
地
の
写
真
を
展
示
し

ま
す
。 

※ 

保
育
９
人
あ
り
ま
す(

市
内
在
住
の
１
歳

児
か
ら
学
齢
前
ま
で
、
問
合
せ
先
へ
要
申

込
み
、
先
着
順)

。 

※ 

２
月
６
日
は
休
館
日
の
た
め
、
電
話
の
み
。

申
込
み 

２
月
６
日
（
金
）
の
午
前
10
時
か
ら

問
合
せ
先
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）

講 

師 

池
田
正
孝
さ
ん
（
中
央
大
学
名
誉
教

授
・
東
京
子
ど
も
図
書
館
理
事
） 

対 

象 

成
人 

費 

用 

無
料 

主 

催 

小
平
市
教
育
委
員
会
、
小
平
市
子
ど

も
文
庫
連
絡
協
議
会 

と
こ
ろ 

中
央
図
書
館
２
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

と 

き 

２
月
21
日
（
土
）
～
３
月
18
日
（
水
）

と
こ
ろ 

中
央
図
書
館 

問
合
せ 

中
央
図
書
館 

問
合
せ 

中
央
図
書
館 

定 

員 

60
人 

写
真
展
「
『
星
の
王
子
さ
ま
』
の
世
界
」



 (３) (２) 

 小平市教育委員会だより 小平市教育委員会だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小
平
第
三
小
学
校 

俳
句
大
会
に
入
選 

平
成
20
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
及
び
第
12
回
毎
日
俳
句

大
賞
に
お
い
て
、
小
平
第
三
小
学
校
児
童
の
作
品
25
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
同
校
は
、
毎
日
俳
句
大
賞
で
学
校
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

選
ば
れ
た
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。  

 
 

 
 

 
 

 

（敬
称
略
・指
導
課
） 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
ジ
ュ
ニ
ア
の
部 

入
選 な

か
ゆ
び
が
お
く
ま
で
は
い
る
せ
み
の
あ
な 

２
年 

鈴
木 

貴
也 

せ
み
の
あ
な
あ
り
の
あ
な
よ
り
お
お
き
い
ぞ 

３
年 

小
田 

琴
乃 

あ
き
の
せ
み
さ
い
ご
の
い
の
ち
な
い
て
い
る 

３
年 

 

林 
 

有
紀 

み
ず
ば
し
ょ
う
尾
瀬
に
さ
い
て
る
宝
物 

４
年 

吉
澤
美
樹
子 

第
12
回
毎
日
俳
句
大
賞 

入
選 あ

り
の
あ
な
あ
り
が
で
て
き
て
ま
た
も
ど
る 

３
年 

増
澤 

 

陽 

あ
め
ん
ぼ
が
み
ん
な
お
は
な
し
し
て
い
る
よ 

４
年 

脇
田 

萌
香 

ミ
ニ
ト
マ
ト
赤
い
実
を
つ
け
て
れ
て
い
る 

４
年 

斎
藤 

春
菜 

佳
作 お

ひ
な
さ
ま
い
ち
ば
ん
う
え
で
さ
む
そ
う
だ 

２
年 

片
岡 

美
咲 

お
ひ
な
さ
ま
か
こ
ま
れ
て
い
て
楽
し
そ
う 

２
年 

尾
暮 

夏
林 

だ
ん
ご
む
し
ま
る
く
な
っ
た
よ
か
わ
い
い
な 

２
年 

栗
田 

珠
緒 

水
の
上
あ
め
ん
ぼ
お
よ
ぐ
た
の
し
そ
う 

２
年 

岡
本 

理
咲 

お
ひ
な
さ
ま
ぎ
っ
し
ゃ
に
の
っ
て
お
さ
ん
ぽ
だ 

２
年 

松
村 

亜
美 

ひ
な
ま
つ
り
ぼ
く
の
名
前
は
ひ
な
た
だ
よ 

２
年 

杉
本 

飛
向 

ミ
ニ
ト
マ
ト
赤
い
か
お
し
て
お
こ
っ
て
る 

２
年 

菅
野 

玲
奈 

わ
た
げ
さ
ん
ふ
わ
ふ
わ
と
ん
で
た
び
に
た
つ 

３
年 

細
谷 

愛
美 

お
ひ
な
さ
ま
せ
ん
す
で
頭
を
か
く
し
て
る 

３
年 

小
田 

琴
乃 

わ
た
げ
の
こ
わ
た
し
の
手
に
の
る
う
れ
し
い
な 

３
年 

中
田 

咲
良 

あ
り
の
す
は
あ
り
が
で
て
き
て
こ
ん
に
ち
は 

３
年 

佐
藤 

 

和 

ど
く
だ
み
は
お
し
ろ
の
よ
う
に
な
ら
ん
で
る 

３
年 

和
田 

真
宙 

だ
い
り
様
は
ず
か
し
そ
う
に
顔
か
く
す 

３
年 

河
内 

美
南 

朝
の
庭
バ
ケ
ツ
に
花
火
残
っ
て
る 

４
年 

 

秦 
 

陸
生 

せ
み
の
声
夏
が
き
た
よ
と
し
ら
せ
て
る 

４
年 

木
下 

 

愛 
お
ひ
な
さ
ま
わ
が
ま
ま
い
っ
て
あ
ま
え
て
る 

４
年 

石
川
晧
一
郎 

い
と
と
ん
ぼ
く
も
ま
で
と
ん
で
か
く
れ
ん
ぼ 

４
年 

中
村 

 

冠 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
そ
ろ
そ
ろ
に
こ
に
こ
出
て
く
る
よ 

５
年 

菊
地 

香
那 

平
成
20
年
度 

教
育
課
題
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

発
表
会
を
開
催
し
ま
す 

  

平
成
21
年
２
月
20
日
（
金
）
、
午
後

２
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
ル
ネ
こ
だ
い

ら
大
ホ
ー
ル
に
て
、
平
成
20
年
度
教
育
課

題
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
発
表
会
を
開

催
し
ま
す
。
平
成
18
年
度
か
ら
９
校
ず
つ

発
表
し
て
お
り
、
本
年
度
は
最
後
の
９
校

と
な
り
ま
す
。 

 

当
日
は
、
市
立
小
・
中
学
校
の
先
生
の

ほ
か
、
教
育
関
係
者
や
保
護
者
・
地
域
の

方
に
も
広
く
公
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
都
合
の
よ
い
方
は
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
（
事
前
の
申
込
等
は
不
要
で
す
） 

 

当
日
の
発
表
校
及
び
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
指
導
課
）

学校自慢 鈴木小学校 

＝ 一人一人が輝く学校 鈴木小！ ＝ 

鈴木小では、先日、平成２０年度保護者へ学校アンケ

ート調査を行いました。 
『(児童が）学校に楽しく通っている。』という項目で

は、「そう思う」という方が約７０％、「どちらかとい

うとそう思う」という方も入れたら、約９３％の方が学

校を楽しい場所だと思われているということがわかり

ました。その他、『（学校は）様々な行事や取り組みを

通して、家庭・地域と連携しながら、子供たちの教育を

進めている。』や『子供のことについて気軽に相談でき、

保護者の願いや思いを把握して、それに応えようとして 
いる。』という項目でも計約９０％の方々が認めてくださいました。 

本校は、現在、不登校児童数は「０」です。

それは、少しでも、不登校ぎみの傾向が出てきた

ら、担任はもちろん、全教職員で、一人一人に応

じた支援の体制をつくり、保護者との連絡も密に

とりながら、対応するからだと思っています。 
校内研究でも、「一人一人の学びを確かにする

指導法の工夫」ということをテーマに授業改善を

めざしています。児童を取り巻く教育環境の改善、

学習や生活ルールの見直しなど、全教職員が積極

的に取り組んでいます。 
これからも、全児童数２５３名という小規模校の特性を生かし、学校・家庭・地域が一緒

になって、児童一人一人が輝く学校を創っていきたいと思います。 

 

風 

邪 

に 

ご 

注 

意 

！ 

 

２
月
に
入
り
、
ま
す
ま
す
寒
さ
が
厳
し
く 

な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
、
空
気 

も
乾
燥
し
て
お
り
、
風
邪
や
感
染
症
に
か
か 

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
左
記
に
挙
げ
る
内
容 

を
参
考
に
、
ご
家
庭
で
も
日
ご
ろ
の
健
康
管 

理
に
つ
い
て
お
子
様
と
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、
も
う
少
し
続

く
寒
い
冬
を
、
元
気
に
乗
り
越
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

① 

外
か
ら
帰
っ
て
き
た
時
は
、
手
洗
い
・
う
が
い
を

し
ま
し
ょ
う
。 

② 

食
事
は
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
３
食
き
ち
ん

と
摂
り
ま
し
ょ
う
。 

③ 

早
寝
・
早
起
き
を
す
る
な
ど
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を

整
え
ま
し
ょ
う
。 

④ 

家
の
中
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
、
適
度
な
湿
度
を

保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

⑤ 

室
内
の
空
気
を
時
々
入
れ
換
え
ま
し
ょ
う
。 

⑥ 

人
混
み
は
避
け
ま
し
ょ
う
。 

⑦ 

外
出
時
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。 

 

冬
は
、
感
染
症
の
中
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
は
、
38
度
以
上

の
高
熱
が
出
て
、
頭
痛
、
関
節
痛
な
ど
全
身
の
激
し
い
症
状
が

突
然
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
が
出
た
時
は
、
早
め
に

病
院
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
診
断
が
出

た
場
合
は
、
出
席
停
止
と
な
り
ま
す
。
医
師
か
ら
登
校
許
可
が

出
さ
れ
る
ま
で
ゆ
っ
く
り
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。(

指
導
課)

２ 月 の 教 育 委 員 会 定 例 会 

日 時 ２月１９日(木)午前９時３０分～   場 所 市役所５階 ５０５会議室 

どなたでも傍聴することができます。(傍聴席は２０席)。また、会議録は市役所１階 

市政資料コーナーや小平市教育委員会のホ―ムページからもご覧いただけます。 

小平市平櫛田中
ひらくしでんちゅう

彫刻美術館 

「おひなさま展示」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校児童で「ピョンピョン旬間」 

《内裏びな》（木彫彩色 昭和 10 年頃） 

 

平櫛田中が制作した「内裏
だ い り

びな」や、細かい 

細工が施され、芥子粒
け し つ ぶ

のように小さいことから 

名づけられた「けしびな」など、田中が収集した

人形を展示します。庭園の梅が見ごろとなるこれ

からの季節に、どうぞ平櫛田中彫刻美術館へお出

かけください。 

また、ミュージアムグッズに携帯ストラップ

（500 円）、クリアファイル４種（1枚 200 円）、

一筆箋
いっぴつせん

２種（1冊 160 円）が新たに加わりました。

当美術館でお求めいただけます。 

 

■ と き 平成 21 年２月４日（水）～ 

 ３月 23 日（月）毎週火曜日は休館 

■ 開館時間 午前 10 時～午後４時 

■ 観覧料 一般…300 円（220 円） 

 小・中学生…150 円（110 円） 

 ※（ ）内は団体 20 人以上です。 

■ 交 通 西武多摩湖線一橋学園駅 

 南口から徒歩 10 分 

■ 問合せ 小平市平櫛田中彫刻美術館 

 電話０４２（３４１）００９８ 

発表校（発表順） 発表課題 

小平第十三小学校 学力向上 

小平第十四小学校 健康・安全教育 

上水中学校 特別支援教育 

青少対主催餅つき大会への参加 

小平第十五小学校 国際理解教育 

花小金井小学校 環境教育 

鈴木小学校 特別支援教育 

学園東小学校 学力向上 

上宿小学校 健康・安全教育 

花小金井南中学校 キャリア教育 

 


